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　死神は、私の村を焼き払い。私の肉体は、死神に殺された。滅びても、なぜ魂が離れぬのか。私は死んではいなかった。
「私は……」
生きてはいるが、鏡でみる己は、変わり果てた怪物。最早、人間の頃の生活には、戻ることはできない。誰もが私に恐れを抱く。死神に、復讐を誓った。

　あれから、何十年彷徨ったことか。途中、大多数に毛嫌いされ、数えるほどの仲間と出会った。私は長い旅の末、死神のアジトを見つけた。アジトは、心無い怪物の巣窟であり、すんなりと中には入れぬようだ。力を込め、剣を抜いた。
「さあ来い、我が名はライガス、その昔人であった者である」
早速、大物が出迎えた。相手は六メートルあるムカデの怪物。無数の足が生えている。足に、毒がありそうだ。無数の足が、ライガスを襲う。ライガスは、勇猛果敢に剣をふるった。徐々に、ムカデの本体は短くなった。とどめに、頭を二つに割ると息絶えた。
新手が現れた。ゼリー状の四角の物体。血のように赤い。
「厄介な」
剣で戦うのは、無駄であろう。
「ここは、任せろコケ」
鶏の姿をしたペッパー。伝説のコカトリスの一族。私の仲間だ。
「すまんペッパー、あとは頼む」
「コケ」
ゼリーは、ペッパーに任せた。ペッパーはコカトリスに変身する。

アジトの奥に進入する。まだやつを発見できない。
「なんだ？」
天井から、巨大な種が落ちてきた。種が割れ、人形が芽を出す。話のできる相手じゃ無さそうだ。
「時間が惜しい」
人形に、銃弾の穴ができた。
「私の出番だ」
全身タイツのヒーローコスプレ野郎、または、未来戦士デバンらしい。私の味方だ。
「デバンありがとう」
「気にすんな」
人形は、デバンに任せた。デバンは引き金を引いた。

探索できてはいるが、どこにも居ない。ライガスは、雑魚を蹴散らし、全身に返り血を浴びていた。休む暇もないほど、相手は来る。突如、何も無かった空間に光りの結晶が集まりだした。やがて、光りの結晶から金馬が誕生した。聖なるオーラより、邪のオーラが強い。私は剣で斬りかかるが、素手で止められた。
「はっ」
金馬に止められたのではなく。ＧＨＡ、グレートヒーローアジア。アジア各国の、四人のヒーローを合成して作られた。拳が武器で、私の支援者だ。
「ライガス、お前の腕にはもったいない」
「ＧＨＡ、助かるよ」
「お前がボスをやれ」
私は、金馬をＧＨＡに任せた。ＧＨＡが、パンチをお見舞いする。

私は、最深部に到達した。玉座を調べるが、死神の姿が見当たらず。
「一体どこに」
立ち去ろうとすると、背後に殺気を感じた。後ろを振り返ると、巨大な鎌、黒いローブと骸骨の顔、まぎれもなく死神カダルタだった。
私の目は怒りで血走る。剣を正面に構えた。
「とうとう見つけたぞ」
「……」
カダルタは、何も話さない。
「どうして、村を焼きつくし、私を殺した？」
「……」
「力づくで聞くまでだ！」
「……」
剣で斬りかかり、鎌で応戦される。
二合目、三合目、なかなか決着はつかなかった。
息遣いも次第に荒くなる。
お互いダメージを受けるが、致命傷には至ってない。
動き始めたのは、十八合目。ライガスの剣にひびが入った。
「このままだと」
十九合目、ライガスの剣が折れた。
「来い……」
二十合目、鎌が私の首をめがけ振り下ろされる。
「魔剣よ」
折れた剣は再生し、鎌ごとカダルタを切り裂いた。カダルタは、苦しそうな声を上げて消滅した。私も精魂尽き果て、その場に倒れた。

　頭の中で、仲間たちのことを思う。ペッパー、デバン、ＧＨＡ、皆無事だろうか。彼らがいなければ、死神を倒すことはできなかったかもしれない。
次に目が覚めたのは、教会のベッドの上だった。仲間の心配はいらなかった。それどころか、私を教会まで連れてきてくれていた。
「心配したコケ」
「良い夢みれたか？」
「かすり傷だろう？」
「大丈夫だよ」
私はかなりのダメージを負い、回復まで数日を要した。
「楽しかったコケ」
「また、出番があれば来るよ」
「ふん、当たり前のことをしただけだ」
「みんな、長い間お疲れ様でした」
ライガスのパーティーは解散し、それぞれの日常に返った。

　私は、墓参りに行った。母の墓に花を添えた。線香を上げ、両手を合わす。祈りを捧げた。
「お袋、親父を殺したよ」
墓石には、怪物の女と彫られてあった。
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